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 太陽風が地球磁場に影響を及ぼしているように、原始星からの星風は原始惑星系円盤に影響を及ぼしている

のではないだろうか。原始惑星系円盤の構成要素の大半はガスである。このガスは、時間が経つと共に消失してい

く。このプロセスのメカニズムは未だ解明されていない。多くの研究者は、星風が直接的に円盤緒ガスを吹き飛ば

すことはできないと考え、星風の影響を無視している。しかし、例え星風がガスを直接吹き飛ばさないからといっ

て、星風の影響を無視して良いのだろうか。そこで、私たちは、星風と円盤のガスの相互作用について着目しよう

と思う。 

 本研究では、前述のような星風と濃いガスの衝突プロセスのようなプロセスをモデル化し、R-CIP 法を用いた

１次元の数値計算によって、そのプロセス内で生じた衝撃波がどう振舞うかを調べた。この結果から、星風が原始

惑星系円盤の inner-edge にぶつかったときに何が起こるかということを思い描こうと思う。本講演では、２次元

の結果についてもお話しようと思っている。 


